平成22年度ボランタリー活動奨励賞推薦書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年11月15日

　神奈川県知事　殿　

　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　住　　所　横浜市青葉区梅丘５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷本中学校内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号　227-0052　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　横浜市青葉区小中高生ミュージカル　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋山　則子
連 絡 先

担当者法人にあつては、名称及び代表者氏名
　TEL

（※他薦の場合、電話番号等連絡先を記入してください。）                      印
　平成22年度ボランタリー活動奨励賞に次の団体（者）を、関係書類を添えて推薦します。

	被推薦者の団体名、代表者名（個人にあっては氏名）


	青葉区小中高生ミュージカル

	自薦・他薦の別


	自薦　・　他薦　（該当する方に○をしてください。）



	推　薦　理　由
※被推薦者の活動がど

ういう点でこの奨励賞

の趣旨に合致している

か、わかりやすく説明

してください。
	近年、子どもをめぐるさまざまな問題が噴出し、あわせて地域のつながりの希薄さを憂う声も多く聴かれる。その中にあって、子どもの表現活動を通して、地域のつながりにも貢献しているのが、（横浜市）青葉区小中高生ミュージカルである。区の主催事業から出発し、その後、区民による自主事業として10年間、健全運営を継続している点。地域の題材を取り上げることで、出演者・観客ともに地域に親しみをもつきっかけを提供している点。劇づくりを通して子どもの表現力・コミュニケーション能力を培い、また積極性・協調性を養っている点。子どもの主体性を生かすこと（自主練習や掃除分担等）で責任感を育み、自主規律を生み出している点。異年齢集団による表現活動が子どもの「居場所」をつくり、保健室登校の子どもがクラスに復帰した等の事例を生んでいる点。保護者が「サポーター」としてともに活動することで、地域の大人同士のつながりを強めている点。プロのスタッフの指導を通して、レベルの高い表現を体験させ、それが周囲の表現活動（演劇部等）への刺激になっている点。地域と芸術家が結びつくことで、町の文化度があがる点。以上、青葉区小中高生ミュージカルの活動は、充分に他のモデルとなる実践的な活動であり、社会にとっての必要性・重要性をもつ発展性のある活動である。奨励賞受賞は、同ミュージカルのみならず、地域と子どもと教育をつなぐ活動への励みになると確信している。


	審査評価票の送付
	どちらかに○をしてください。

希望する　　　　　　　　　　希望しない


	１　被推薦者の紹介
被推薦者の連絡先

（自薦の場合、担当者も記入してください。）
	所在地（住所）横浜市青葉区藤が丘2-37-2グリーンヒル藤が丘Ｂ棟202

TEL　０４５-５０８-９０２９　　　　　　　（担当者）かめおかゆみこ

FAX　０４５-５０８-９０２９

E-MAIL　kamewaza@nifty.com

	構成員数（会員数）

（団体のみ記入）
	１１人（事務局メンバー）

※劇団ではありませんので、ミュージカル出演者は、毎回公募しており、そのため毎年人数が変わります。平均して４０名前後。今年度は４６名です。また保護者は、原則としてサポーターとしてかかわります。

	役員（理事、運営委員等）

（団体のみ記入）
	代表　秋山則子（横浜市立谷本中学校校長）

事務局長　南美賀子（青葉区在住）

事務局　

玉木依子・神谷敏明・小嶋優・木村寛・笠原純子・小菅美意子・大沢清・梅谷章・山田紀香

※すべて、ボランティアスタッフです。



	活動の分野・領域

	該当する活動の分野に○をしてください。（複数回答可）活動分野が複数の場合、主となる活動分野１つに◎をしてください。

保健、医療又は福祉の増進　　社会教育の推進　　まちづくりの推進　

○学術、文化、芸術又はスポーツの振興　　環境の保全　　災害救援　　地域安全　
人権の擁護又は平和の推進　　国際協力　　男女共同参画社会の形成の促進　

◎子どもの健全育成　　情報化社会の発展　　科学技術の振興
経済活動の活性化　　職業能力の開発又は雇用機会の拡充の支援

消費者の保護　　団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

○その他（地域教育　　　　　　）



	活動の地域
	横浜市青葉区

	過去に受けた表彰及び受賞の実績とその時期


	特にありません。

	今までの活動についての評価


	区の単年度企画であった活動が、区民主導型の活動に移行したのは、出演者・観客、関係者らの「ぜひ継続を」との声に応えたもの。それだけ初年度の評価が高かったが、その後も例年、客席は満席またはほぼ満席となり、好評を博している。継続観劇者の多さも満足度の高さを裏付ける。それを反映し、近年は区内の地域イベントへの出演要請が増えている。出演実績／2008年・もえぎ野地域ケアプラザイベント、2009年・横浜開港150周年赤レンガ倉庫区民参加イベント「なるほどThe AOBA」、2009年・青葉音楽プロジェクト事業「横浜はじめて物語」（ただし直前にインフルエンザのため不参加）、2009年＆2010年・荏田地域ケアプラザイベント、2009年＆2010年・谷本中学校ＰＴＡ祭、2010年・さつきが丘地域ケアプラザイベント、2010年・奈良中学校30周年記念行事。これらの実績を見ても、区内外で一定の評価を得ていることが窺える。2008年の公演は青葉区長も観劇し、その感想が青葉区ホームページ「区長メッセージ」にもとりあげられた。最近では、ケーブルテレビイッツコムが、2009年公演「青葉水物語」を密着取材し、13分のニュース番組を制作・放送している。


２　被推薦者の活動紹介

	活動開始の時期
	　　２００１　年　　４　月

	活動開始の経緯


	横浜市青葉区主催の「青葉区民祭り」で、区の主催事業として企画され、スタートした。区内の青少年指導員・教員らによる実行委員会が組まれ、広報等での募集により、小学１年生から高校３年生まで５２名の出演者が参加。区内の中学生原作による「手古奈」を、プロのスタッフの指導により上演。２回のステージはともに満席となり、好評を博した。また翌年３月には、「手古奈」伝説の発祥の地・市川市でも再演され、青少年の文化交流活動としても注目された。2002年以降は、実行委員会による自立事業として毎年１回、質の高い舞台を区民に提供。区制15周年の2009年には、演劇団体でありながら、区主催の音楽イベントに招請されている。


	活動の概要

※主な活動の目的、内容、対象者、

実施時期などに

ついてわかりや

すく記入してく

ださい。


	演劇（文化・芸術）活動を通して、地域の子どもの健全育成に寄与する。出演者は毎年公募で募集し、区内在住・在学の小学生（現在は３年生～）から高校生ら約20校以上40名を越す子どもたちが、約3か月、ミュージカルづくりに汗を流す。8月・発会式。10月末～1月・練習（週3回。公演が近づくと回数が増える）。1月末・本番（3回上演）。入場料は大人999円（前売900円）、子ども500円で、2002年から変わっていない。運営は、地域の青少年指導員や教員らによる実行委員会が行い、指導はプロのスタッフがあたる。練習場所は、主に区内の公立施設（コミュニティハウス・地域ケアプラザ・学校の体育館など）。公演には区民を中心に大勢の観客が詰めかけ、有料入場者数は、2009年・1093名、2008年・1235名と連続1000名を越える。作品内容は地域に取材したもの。初年度こそ他地域を題材にしたが、2002年「愛しのチャイナタウン！」（横浜中華街）、2003年「ヨコハマ・新浦島伝説」（鶴見区子安浜）、2004年「こどもの国物語」（青葉区こどもの国）、2005年「森の記憶・いのちの伝言」（三浦半島小網代の森）、2006年「愛しのチャイナタウン！」（再演）、2007年休演、2008年「ハヤブチノヌシ、帰るとき」（青葉区早渕川）、2009年「青葉水物語」（青葉区大山参り伝承）、2010年「こどもの国2010」（再演）と、地域密着性を強める。近年は地域イベントへの出演要請も増加（活動評価欄参照）。

	
	ホームページアドレス
	http://plaza.rakuten.co.jp/aobamusical/

	年間予算

（団体のみ記入）

※平成22年度の収支予算を「収入の部」、「支出の部」に分け、活動の概要がわかるように記載してください。( p2参照)

	

	活動の特色

（活動の中で特に

ＰＲしたい部分）


	20校を越す学校から集まる子どもたちが、年齢を超え学校の枠を超え一つになれる場。年上の子が年下の子を自然にリードし、年下の子は年上の子を慕う中で、仲間としての絆が生まれ、学校や家庭だけでは体験しえない人間関係が構築される。またサポーターとして参加する保護者同士のつながりもできるので、子育ての悩みを共有し支えあいながら、地域のつながりを深める場ともなっている。また、子どもたちは、歌・ダンス・演技、それぞれの得意分野で自分の個性を発揮でき、それが日常の自信にもつながっている。「ミュージカルに参加することで、自主性や積極性が生まれた」と感想を言う者も多い。さらに、低料金とはいえ有料公演に関わることで、責任感や協調性も養われる。異年齢集団で一つの作品をつくる体験は、子どもたちの心をつなぎ、学校や塾とは違った「居場所」を生み出している。ミュージカル活動は、いわば人間教育の場と言って過言ではない。

	最近３年間の主な活動

※実施日、参加者数、内容などを本欄内にできるだけ簡潔に記入してください。


	活動内容

	
	（平成20年度）「ハヤブチノヌシ、帰るとき」（2009年1月24日・25日、青葉公会堂。3回上演）。出演者40名。有料入場者数1235名。
青葉区に流れる早渕川と、地元の神社に継承される伝統芸能をモチーフに、過去と現代をつなぎ、環境問題への警鐘をも含んだストーリー。

その他の活動として、7月23日、もえぎ野地域ケアプラザイベントに、要請を受け出演。歌・ダンス等を盛りこんだ20分ほどの小作品を、地域のお年寄りらに観劇していただき、好評を得る。


	
	（平成21年度）「青葉水物語～大山雨乞い譚～」（2010年1月23日・24日、青葉公会堂。3回上演）。出演者37名。有料入場者数1093名。

青葉区に残る、大山参り伝承をもとに、地域の成り立ち（市が尾に残る古墳など）にふれ、水の大切さなどを訴えかけるストーリー。

その他の活動として、6月7日・横浜開港150周年赤レンガ倉庫区民参加イベント「なるほどThe AOBA」、8月21日・荏田地域ケアプラザイベント、10月4日・青葉音楽プロジェクト事業「横浜はじめて物語」、10月18日・谷本中学校ＰＴＡ祭に、要請を受け出演（ただし「横浜はじめて物語」は直前にインフルエンザのため不参加）。「なるほどThe AOBA」では約30分、その他では約20分、歌・ダンス等を盛りこんだ小作品を観劇していただき、好評を得る。


	
	（平成22年度）「こどもの国物語２０１０～よみがえる歌声～」（2011年1月29日・30日、青葉公会堂。3回上演予定）。出演者46名予定。

8月23日・荏田地域ケアプラザイベント、9月18日・さつきが丘地域ケアプラザイベント、10月17日・谷本中学校ＰＴＡ祭、10月30日・奈良中学校30周年記念行事。歌・ダンス等を盛りこんだ20分ほどの小作品を観劇していただき、好評を得る。


	今後の活動方針

＊今後どのような活動を行いたいと考えているか記載してください。
	青葉区小中高生ミュージカルの活動は、地域に暮らす子どもたちが、地域を愛し地域に誇りをもって生きることを、演劇を通して応援するものです。これまでさまざまな子どもたちを受け入れてきましたが、未来をになう子どもたちが、表現する喜びを知り、自信をつけ、仲間とのつながりを感じながら成長していってほしいと願います。そのため今後も、いわゆる子役養成や、大人が一方的に押しつけるやり方ではなく、子どもの自主性を尊重した活動を続けたいと思います。保護者がサポーターとして関わるスタイルは、親子の絆づくりにも一役買っているので、継続していきます。地域とのつながりを深める意味では、地域イベントも、要請があればできるかぎり応えていくつもりです。また活動が10年を超える現在、ＯＢとなった子どもたちがスタッフやサポーターとして戻ってくるケースが増えています。これらの子どもたちが関わることで、より子どもの主体性が生かされる活動に発展できると期待しています。特別に新しい活動は考えていませんが、これまでやってきた活動を地道に重ねながら、より地域に愛され必要とされる存在をめざします。芸術・表現活動による、地域教育・人間教育としてのモデルケースになれればうれしいと思っています。
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